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東北地域における水稲穂いもち圃場抵抗性判定のための新基準品種
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1  は  し め に

水稲の穂いもちは東北におけるイネの最難 である。

各育成地では,基準となる品種の発病程度を基に,穂 いも

ち圃場抵抗性の判定を行っているが,基準品種の評価に矛

盾が見られることがあり,見直しを行った。

2試 験 方 法

東北地域の 9試験場 (東北農研,青森県農試,同藤阪支

場,岩手県農研セ,同銘柄米研究室,宮城県古川農試,秋
田県農試,山形県庄内支場,福島農試相馬支場)及び愛知

山間で1997年から2000年 の 4年間,60品種系統 (表 1)の
穂いもち圃場抵抗性を評価 した。調査日は,各場所の慣行

により出穂後15日 から50日 の範囲であった。発病程度は
,

稲育種マニュアルに従った。

3 試験結果及び考察

供試材料を真性抵抗性 +か Pjα のみを持つ群 (A群 ),

PjJの みか Pj′ とPiα を持つ群 (1群),P,た のみか P,た

とPjα を持つ群 (K群)の 3群に分けた。各地・ 各年次

の発病程度の関係を見るため,A群 と1群では発病程度が

大きい岩手本場の2000年 の発病程度に対する各地の発病程

度の相関係数を算出し,K群では岩手銘柄の2000年 の発病

程度を基にした。ほとんどで正の有意な相関が見られ,穂
いもち圃場抵抗性は地域間で一貫性が保たれていると考え

られた。しかし,発病程度には大きな変動が見 られので
,

単純に平均して品種の強弱を決めることはできない。そこ

で,前述の有意な正の相関に基づく回帰を利用して,各場

所,各年次の平均発病程度を揃え,各品種系統の平均の発

病程度 (表 1)を算出した。さらに判定用境界値を設ける

ことにより品種を強中弱に分けた。境界値は出穂期ごとに

分けて設定した。設定にあたつては,各段階の幅を一定 ,

既存の評価との矛盾を少なくする,「ササニシキJと その

同質遺伝子系統を「弱」とする等を念頭に置いた。

これを基に,各群の穂いもち圃場抵抗性の基準品種の選

定を行った(表 2)。「 レイメイJは「やや強Jであるが
,

稲種苗特性分類で「強」として使われているので混乱を避

ける意味で基準品種とはせず「やや強」の参考品種として

使用する。「 ヨネシロ」,「藤坂 5号Jも同様。「中部32号」,

「チョウカイ」,「奥羽247号」は発病程度が特異的に変動す

る場合があり,参考品種とした。 K群は P,た を持つ品種

が少ないのに加えて,供試回数も少なかったので,全て参

考品種とした。将来 P,ん を持つ品種が増えて くれば,そ
れらを加えて見直す必要がある。表 2で空いている欄は

,

その強弱程度に相当する品種が無かった。しかし,全体と

しては相当程度充足しており,例えば I群の「ひとめJ級
の「やや強」は空欄であるが,「 やや強Jを「強Jと「中」

の間と考えれば使用可能と考えている。

4 ま  と  め

育成系統の評価にあたっては出穂の一致 した基準品種と

しか比較できない。これらの基準品種の各育成地での利用

に際しては,地域の出穂特性に合わせて,各地に最適の基

準品種を選ぶ必要がある。
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表 1 各品種・系統の穂いもち発病程度とその年次・場所による変動
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表2 穂いもち連絡試験結果による穂いもち基準品種 (案 )
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注  ()tま基準品種とするには稲種苗特性分類と異なる等の問題がある品種系統で参考品種として使用する。


